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通級による指導のガイドの作成に関する検討会議（第1回） 

平成31年2月22日 

 

 

【樫原企画官】  それでは、定刻となりましたので、ただいまから通級による指導のガ

イドの作成に関する検討会議を開催いたします。本日は、大変お忙しいところをお集まり

いただきまして、皆様どうもありがとうございます。 

 私、初等中等教育局特別支援教育課の企画官をしております樫原でございます。本日、

議事進行を務めさせていただきます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 冒頭、特別支援教育課長の中村より一言御挨拶を申し上げます。 

【中村特別支援教育課長】  先生方、こんにちは。きょうはどうもありがとうございま

す。 

 通級による指導のガイドの作成に関しまして、その検討会議を開くに当たって、一言御

挨拶を申し上げます。 

 委員の先生方におかれましては、非常にお忙しいこの時期にもかかわらず、本日の会議

にお集まりいただきまして本当にありがとうございます。御承知のとおりでございますが、

義務教育段階の児童生徒数が減少傾向にある一方で、特別支援教育の対象となっている児

童生徒数は毎年増えてきている状況にございます。中でも通級による指導につきましては、

平成5年に小学校、中学校が制度化されまして、それ以降、在籍者数は非常に大きく伸びて

きております。平成24年から平成29年までの5年間で約1.5倍の伸びになっております。自

治体における体制の整備が進んでいることや、本年度から高等学校においても通級指導が

始まったことなどを踏まえますと、在籍者数については更に今後増えていくと考えており

ます。 

 文部科学省では、通級による指導に関するモデル事業の実施、平成29年度からの小学校、

中学校の担当教員の基礎定数化など、取組を進めてきているところであります。さらに、

これまでの取組に加えまして、先月公表させていただきました「文部科学省障害者活躍推

進プラン」がございます。これは浮島副大臣の下に作られたプランでございますが、その

中で、「発達障害等のある子供達の学びを支える～共生に向けた「学び」の質の向上プラン

～」がございます。その中に、通級における指導方法のガイドの作成ということで盛り込

んだわけです。それで本日このような会議を第1回目として開催させていただいたところで



 -2-

ございます。 

 在籍者数の増加に対応した質の担保に向けて、先生方に御協力をいただきながら学校現

場等で活用いただけるガイドをまとめていきたいと考えております。委員の先生方におか

れては忌憚
き た ん

のない御意見を頂戴して、良いガイドができることを祈念しております。本当

にお忙しい中、またこれから頻繁に開催することになろうかと思いますが、どうぞよろし

くお願いします。 

【樫原企画官】  本日の配布資料は議事次第のとおりでございますが、そのほかに議事

次第にないものとしまして、「平成29年度通級による指導を受けている児童生徒数（公立・

都道府県別）及び全児童生徒数に占める割合（都道府県別）」、こちらの資料を机上配布さ

せていただいております。それから、関連資料につきまして机上に用意してございます。

適宜御参照ください。 

 それでは、本日出席いただいております委員の先生方を座席の順に紹介させていただき

ます。 

 まず、長崎県教育庁特別支援教育課指導主事、蒲田紀孝委員でございます。 

【蒲田委員】  よろしくお願いします。 

【樫原企画官】  世田谷区笹原小学校主任教諭、川嶋栄子委員でございます。 

【川嶋委員】  よろしくお願いいたします。 

【樫原企画官】  うめだ・あけぼの学園作業療法士、日本作業療法士協会理事、酒井康

年委員でございます。 

【酒井委員】  どうぞよろしくお願いします。 

【樫原企画官】  独立行政法人国立特別支援教育総合研究所理事長、宍戸和成委員でご

ざいます。 

【宍戸委員】  どうぞよろしくお願いします。 

【樫原企画官】  練馬区立旭丘小学校きこえの教室教諭、長瀬和美委員でございます。 

【長瀬委員】  よろしくお願いいたします。 

【樫原企画官】  株式会社LITALICO、LITALICO研究所所長、野口晃菜委員でございます。 

【野口委員】  よろしくお願いします。 

【樫原企画官】  千葉県教育委員会教育振興部特別支援教育課課長、堀子榮委員でござ

います。 

【堀子委員】  よろしくお願いします。 
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【樫原企画官】  信州大学医学部子どものこころの発達医学教室教授、本田秀夫委員で

ございます。 

【本田委員】  よろしくお願いします。 

【樫原企画官】  千葉県立船橋夏見特別支援学校主幹教諭、三嶋和也委員でございます。 

【三嶋委員】  よろしくお願いします。 

【樫原企画官】  また、豊島区立池袋本町小学校主幹教諭、吉成千夏委員が用務により

途中から御参加の予定でございます。 

 さらに、本日欠席となります東京成徳大学心理学研究科教授、石隈利紀委員、明星大学

心理学部心理学科教授、小貫悟委員が就任されております。 

 以上、合計12名の委員に加え、独立行政法人国立特別支援教育総合研究所及び国立障害

者リハビリテーションセンターからもオブザーバー参加いただいております。本日、独立

行政法人国立特別支援教育総合研究所発達障害教育支援推進センター、笹森洋樹センター

長、それから国立障害者リハビリテーションセンター発達障害情報・支援センター、林克

也主任企画情報専門官に御出席いただいておりますので、どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

 続きまして、文部科学省からの出席者を紹介いたします。 

 特別支援教育課長、中村でございます。 

【中村特別支援教育課長】  どうぞよろしくお願いします。 

【樫原企画官】  同じく、特別支援教育調査官の田中です。 

【田中特別支援教育調査官】  よろしくお願いします。 

【樫原企画官】  同じく庄司です。 

【庄司特別支援教育調査官】  よろしくお願いいたします。 

【樫原企画官】  同じく深草です。 

【深草特別支援教育調査官】  よろしくお願いいたします。 

【樫原企画官】  私、樫原でございます。よろしくお願いいたします。 

 次に、当会議の座長の選出についてですが、当省初等中等教育局視学官、久里浜特別支

援学校長などを歴任した後、現在、特総研の理事長を務められて特別支援教育に精通され

ている宍戸委員にお願いしたいと思っておりますが、よろしいでしょうか。 

（「異議なし」） 

【樫原企画官】  それでは、以降の議事進行は宍戸座長にお願いしたいと思います。宍
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戸座長、どうぞよろしくお願いいたします。 

【宍戸座長】  今、座長に御選出いただきました宍戸と申します。どうぞよろしくお願

いいたします。 

 私は以前、この通級にも関わったことがありまして、平成の時代ももうすぐ幕を閉じま

すが、平成の初め頃、平成5年ですけれども、通級による指導が制度化されました。その頃

に関わったことがあります。その後、先ほど中村課長のお話にもありましたように、通級

の一番の課題であった基礎定数化が実現したり、また高校通級が始まったりするなど、通

級による指導もどんどん発展しているかなと思います。そんな中で、これからは現場の指

導が問われるかと思います。その現場の指導に役立つようなガイドができればと思ってお

りますので、どうぞ皆様の御協力をお願いしたいと思います。よろしくお願いします。 

 それでは早速ですが、会議を始めさせていただきたいと思います。本会議の運営規則を

決定したいと思いますので、本会議の運営規則案について、事務局より御説明いただけれ

ばと思います。どうぞよろしくお願いします。 

【樫原企画官】  資料2を御覧ください。通級指導による指導のガイドの作成に関する検

討会議運営規則でございます。主だったところを説明させていただきます。 

 まず、本会議については公開して行うことにします。ただし、個人情報を含む事項を扱

う場合その他正当な理由により非公開とすることが適当と認める場合は、会議の合意を得

て非公開とすることができることとしております。 

 それから、会議の傍聴についても認めておりますが、あらかじめ事務局の定める手続に

より登録を受けなければならないとさせていただいております。 

 それから、会議資料の公開についても、基本的に公開ですが、一部個人情報等を含むも

のについては非公開とすることができることとしております。 

 それから、議事要旨の公開ですが、事務局は、会議の議事要旨を作成し、これを公開し

なければならない。ただし、公開することにより公平かつ中立な審議に著しい支障を及ぼ

すおそれがあると認める場合その他正当な理由がある場合には一部を非公開とすることが

できるとなっております。 

 以上でございますが、皆様からの御意見をいただければと思います。 

【宍戸座長】  資料2に基づきまして今説明をいただきました。本検討会議の運営規則に

ついて、皆様、何か御意見ございますでしょうか。なければこの規則で御了承いただけま

すでしょうか。 
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（「異議なし」） 

【宍戸座長】  それでは本運営規則、資料2にありますけれども、これに基づきまして会

議を進めさせていただくことにしたいと思います。 

 本日は傍聴の方もおられるということで、これから傍聴の方にも入っていただくことに

したいと思います。 

（傍聴入室） 

【宍戸座長】  それでは、議事を進行したいと思います。最初に、事務局から、通級に

よる指導のガイドについて説明をしていただきたいと思います。 

【樫原企画官】  それでは、資料3－1及び参考資料3－1、3－2を御覧いただければと思

います。 

 資料3－1ですが、通級による指導のガイド作成に向けてということでございまして、経

緯としましては、通級による指導は、平成5年に学校教育法の改正により小・中学校におい

て制度化されて以降、通級による指導を受ける児童生徒数は年々増加しております。その

推移につきましては、参考資料3－1の3ページにございますが、通級を受ける子供は当初1

万2,259人だったものが、平成29年の段階では10万人ということで、大体毎年1万人近く増

えているペースになっております。この児童生徒数の増加に対応した質の担保に向けて、

文部科学省障害者活躍推進チームにおいて、共生に向けた「学び」の質の向上プランを作

成し、通級における指導方法のガイドを作成することを盛り込んだところでございます。

本検討会議では、これまでの指導の蓄積や課題等を踏まえまして、通級による指導の実施

に際して、参考となるガイドを作成するための検討を行うこととしております。 

 先ほど座長からの御挨拶にもありましたが、平成29年3月に義務標準法の一部改正が行わ

れまして、今まで加配措置でありました通級指導を担当する教員につきまして、これは13

人に1人の割合で基礎定数化をするという法律改正がなされました。現在の通級指導の対象

児童生徒が増加しているということを踏まえますと、定数改善と児童生徒数の増加が相ま

って、通級指導を担当する教員というのはこれからも圧倒的なペースで増加していくこと

になるだろうと考えられます。その中で、どういった教員が担当するのか。今まで通級指

導というのはかなりベテランの方が担当していることが多かったんですけれども、必ずし

もそれだけでは対応しきれなくなる状況において、できるだけ多くの教員の方が、いかに

専門性を身に付け、通級指導に携わることができるようにするか、というところが基本的

な問題意識として設定されるところでございます。 
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 3－1の資料に戻りまして、2ポツの検討内容でございます。基本的には高校段階は開始さ

れてまだそれほど蓄積がございませんので、義務教育段階における通級による指導の実施

に際して教育委員会や学校現場で参考となるガイドを作成するため、その内容について検

討するというところでございます。通級につきましては、各障害種ごとに設定されており

ますが、基本的には全ての障害種をカバーできるようなものを対象としたいと考えており

ます。 

 スケジュールですが、本日第1回目でございます。第2回につきましては年度明けて2019

年4月に開催させていただく予定でおりますが、4月から7月頃までの間に本検討会議を開催、

そして夏の間に参考となるような事例収集などを行い、10月に会議を開催し、11月に原稿

作成、それから最終的な完成は2020年3月、つまり来年度末を予定しているところでござい

ます。 

 続きまして、文科省としてのこれまでの取組でございます。通級による指導に関しては、

裏面になりますが、各種資料を作成しております。教育支援資料ですとか、発達障害を含

む障害のある幼児児童生徒に対する教育支援体制整備ガイドラインですとか、学習指導要

領の解説ですとか、実践事例集、指導の手引、それから特総研の方で通常の学級の先生の

ための手引書などを作成しているところでございます。一方で、これらのものを踏まえた

ときに、今回新たに作成するガイドの具体的なターゲットとなる先生をどの層に持ってい

くべきなのかというところは、まさに今回の会議で御議論いただきたいところでございま

す。 

 4ポツの今回作成するガイドについてですけれども、検討しているところとしましては、

ガイドの主な対象、どういった方をターゲットにしていくのか、それから、どういった形

式・分量で作成するのか、それから構成・内容でございます。特に構成・内容の中で必要

なことがございまして、まずは通級による指導の対象となる児童生徒の特定がございます。

参考資料3－1を御覧ください。7ページ以降ですけれども、これは義務標準法を改正したと

きに通級指導の在り方についてどうすれば良いかという留意事項として通知を発出してい

るところでございます。特に留意事項の9ページのエ、障害のある児童生徒については、特

別支援学級又は通級による指導のいずれかにおいて教育を行うべきかの判断について、関

係の法令及び「障害のある児童生徒等に対する早期からの一貫した支援について（通知）」

や文科省作成の「教育支援資料」等を参考に、客観的かつ円滑に適切な指導を行うことと

なっておりまして、どういったお子さんを通級指導の対象としていくのか、この判断につ
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いて、一定程度示していく必要があると考えております。 

 委員の皆様には机上配布資料を用意してございますが、こちらを見ていただければ分か

りますように、全ての対象学年に対しての通級による指導を受けている児童の割合は、都

道府県別によってかなり差があるところでございます。一番高いところですと、小学校で

すと3％台のところもあれば、一番低いところですと0.4％というところもございます。こ

の差というのは、障害のある子の割合に比例するというよりも、ここまで開いているとな

ると、各都道府県の捉え方の差に起因するのではないかと考えております。特に今まで通

級指導をあまり積極的にやってこなかった自治体などでは、こういった通級指導の対象者

の特定がなかなか進んでいないという現実もございますので、今回ガイドの中で対象者の

特定についてもしっかり書いていただく必要があるのではないかと考えております。 

 それから、具体的な困難な状況に応じた指導事例や指導案、それから、その他必要と考

えられる事項などを事務局として今イメージしておりますが、この点につきましては皆様

からの御意見をいただければと思います。 

 事務局の説明は以上でございます。 

【宍戸座長】  ありがとうございます。今、通級による指導のガイドを作るに当たって

の説明をしていただきましたけれども、この説明について何か御質問がありましたらお出

しください。 

【本田委員】  都道府県別のを見させていただいたんですけれども、長野県に私は今お

りまして、長野県が1.06％と少ないんですが、長野県のように広いと、別の学校の通級指

導教室に通うのではなくて、自校の固定の特別支援学級に校内通級のような形をとってい

る場合がかなりあると思うんですが、それはこの数字には含まれていないということでよ

ろしいでしょうか。 

【樫原企画官】  基本的には自校通級、他校通級、通級指導に通っていらっしゃる方は

全てこの中に入っております。長野県はどうも伝統的に通級指導に行かれる方が少ないと

いうことはいろいろ聞いております。 

【本田委員】  所属は固定の支援学級なんだけれども、普段はほとんど通常の学級にい

て、部分的に、例えば国語と算数だけ支援級を利用するという場合には、それは通級とは

みなさないわけですよね。 

【樫原企画官】  それは学級編成を特別支援学級で編成しているはずなので、この数字

には出てこないかと思います。 
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【本田委員】  分かりました。 

【宍戸座長】  今、通級による指導をどう捉えるかということで、特別支援学級に籍が

ある場合には通級にはならないということで、この数字には入ってないという説明があり

ました。 

 ほかには何かございますか。 

 資料3－1に基づきまして、これまでの通級による指導に係る経緯、それから、どういう

ことを検討していくか、そのスケジュールの説明がありました。そして、今までどういう

資料が出ているかということで、特に通級による指導の対象をどう特定するかということ

については、もう少し分かりやすいような形で解説ができると良いのではないかという御

意見もあったかと思います。 

 よろしいですか。また何かありましたら、その折に御質問いただければと思います。 

 それでは、これから今回作成するガイドについて委員の先生方と意見交換を行いたいと

思います。最初の会でもありますので、先ほど企画官からお話がありましたように、どう

いうガイドを作りたいかということを率直な形で御意見を賜れればと思っております。1

人5分以内で通級による指導に関する先生方御自身の関わり、あるいはガイドの対象、形

式・分量、構成・内容などについてお考えをお聞かせいただければと思います。この点に

ついては、先ほどの資料3－1の2枚目、ガイドについてということで4番目に書いてありま

す。最初の会でありますので、先生方が通級による指導においてどういうお取組をされて

いるかということも、自己紹介も含めてお聞かせいただけるとありがたいなと思っていま

す。そんな形で御意見を賜りたいと思いますが、よろしいですか。 

 それでは、蒲田委員から順番にお願いしたいと思います。 

【蒲田委員】  こんにちは。長崎県教育庁特別支援教育課の指導主事をしております蒲

田と申します。どうぞよろしくお願いします。 

 私自身、今は県の教育委員会におりまして、特別支援教育課ですので、基本的に所管を

しているのは県立学校、特別支援学校と高等学校が主担当になります。私自身は小学校籍、

義務籍からの特別支援教育課員で、県内の市や町の教育委員会の指導主事の先生方を対象

に特別支援教育に関する指導や助言を行っております。それを通じて小・中学校の通級に

よる指導に対して助言等を行っているということになります。 

 また、県に教育センターがございますので、そちらで主に調査研究及び研修という形で

実施をしているところです。 
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 先ほど出ておりましたけれども、今回のガイドに関して、先ほどの資料3－1にも示され

ていますけれども、これまで数多くの資料が文部科学省等から作成されて出されており、

特に、通級による指導の手引改訂3版が出てからまだ半年程度でもあります。そういった点

も含めて、新たに作るとなると、どういったところをターゲットとしてやっていくことが

必要なのかをまず考えないといけないかなと思いました。 

 本県の現状からいくと、1年目、2年目の特別支援学級担任や通級による指導の担当者に

ついては、教育センターを中心に悉皆
しっかい

の研修を行っております。それにはもちろんテキス

ト等がありまして、自立活動や個別の教育支援計画等について研修を受けていただいてい

ます。通級による指導の担当者について、経験年数でいけば平均4.5年が一番多いです。10

年未満の先生方が8割という状況形で推移しております。他の県がどういった状況なのか分

からないですけれども、研修が終わって、さあ自分たちの力で実践をというところの先生

方に焦点を当てる何かが今まではなかったのかなと。また、通級指導教室に通っている子

供さんは基本、通常の学級に在籍している子供であるということを考えれば、通常学級の

担任がいかに、通級による指導でこの子がどんな指導を受けていて、じゃあそれを自分の

担当する指導の中でどう生かすのか、それこそ切れ目ない支援ですが、通級による指導と

通常の学級での指導との連携、その成功事例などが示されると私たちとしてはありがたい。

そういったところを求める先生方は、小中高関係なく多いんじゃないかなと考えました。

私からは以上です。 

【宍戸座長】  ありがとうございます。長崎県の様子をお聞かせいただきました。そし

て、長崎県のセンターでも研修されているということで、そこで研修を受けられた経験年

数が1年、2年ぐらいの方々が実際に現場に行って対応することを具体的に事例として書い

ていただけるとありがたいという意見があったかなと思います。指導だけじゃなくて、在

籍学級といいますか、通常の学級とのつながりも何らかの形で、良い協力関係、連携した

事例を盛り込んでいただけるとありがたいという意見があったかと思います。 

 続いて、川嶋委員お願いします。 

【川嶋委員】  東京都世田谷区立笹原小学校で弱視通級指導学級の担任をしております

川嶋栄子と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

 少し自己紹介をさせていただきます。本学級では通級児童が今15名来ています。世田谷

区には1校ありますけれども、東京都内には弱視通級指導学級が8校しかありません。東部、

西部各地に点在しているんですけれども、弱視学級がない区からも、近隣区市からも世田
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谷区で通級を受け入れておりまして、電車やバスに乗ってみんな頑張って通ってきていま

す。 

 指導内容としては、見えにくさがあるお子さんたちですので、通常の学級の中で黒板が

見えないですとか友達の顔が分からない、運動のときに校庭で朝礼台の上に立って先生が

運動していてもよく分からないとか、そのような不便さを感じていますので、それに対し

て、補助具といいまして、ルーペやレンズ等を使って見やすくする工夫を行ったり、最近

ですとタブレットの活用がとても進んでおりまして、タブレットのカメラ機能をレンズ代

わりというか視覚補助具代わりにして黒板を見たり外で観察をしたり様々活用しています。 

 そのほかにも、教科書は拡大教科書をいただいておりますが、副読本がたくさんありま

して、特に東京都では各自治体で出されている、例えば世田谷区でしたら社会科が3年生に

なりますと「わたしたちの世田谷」という地域の学習を行うんですけれども、拡大教科書

がないので、本人の副読本をPDFで撮ってタブレットに入れて拡大して見るとか、そんな工

夫もしております。 

 ほかにも様々見えにくさを補うための学習をして、通常の学級、それから日常生活が豊

かになっていくように、自立した生活が行われるように力を付けているというところであ

ります。 

 それで、今回のガイドについての意見というか、まだ考えがまとまりませんが、きょう

皆様のお話を伺った中で私が感じるところは、普段の通級指導や研究会等で会う先生方と

のお話の中では、経験年数が3年未満の方が多い。それをどのように指導するのか、または

通級担任として組んでいる2人とも初めてですみたいな学校もあるという現状がありまし

て、そんな中でどうやって専門性を高めていくのかというところでは、今回のこのような

ガイドは大変意義のあるものだなと思います。それで、教職経験も3年未満というだけでな

く特別支援教育の指導が初めてですという方、教職経験は長いんですけれども特別支援教

育は初めてですという方もたくさんいらっしゃいますし、どちらにしても特別支援教育に

対しての経験年数が3年未満ぐらいの先生方が参考になるようなものがあるととても良い

のではないかなと感じております。まとまりませんが以上です。 

【宍戸座長】  ありがとうございます。東京都の弱視の通級の様子をお聞かせいただき

ました。東京都のような広いところで8つ学校が点在していると。そこに通われているとい

うことが1つありましたし、ガイドの対象としては、特別支援教育が3年未満の経験の方あ

たりに参考になるものがあるとありがたいという意見も追加されております。 
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 それでは、酒井先生お願いします。 

【酒井委員】  東京の足立区にあります児童発達支援センターうめだ・あけぼの学園と

いうところで副園長と作業療法士をしています。そして、日本作業療法士協会で理事をし

ています酒井といいます。どうぞよろしくお願いします。 

 私からは資料を用意させていただきました。資料3－2ということでパワーポイントを印

刷していただいたものです。自己紹介からということだったので、この7ページを見ていた

だけると、私の今の通級との関わりについて御説明を差し上げられるかなと思います。 

 児童発達支援センター、障害がある子供たちの、特に就学前の子供たちの通園施設、通

所サービスという形があけぼの学園になっています。私はその中で保育所等訪問支援とい

う現場に出掛けていくデリバリー型のサービスの責任者をしています。就学前の子供たち

も当然対象ですけれども、就学後の小学校の子供たちも対象にしていますので、私自身、

子供たちの担当者として小学校にお邪魔し、通級の先生方、それから通常学級の先生方と

コラボレーションしているところです。 

 実際に今も小学校2年生の男の子、教室に入れずに学校中をうろうろ回っていて、時々教

室に帰ってくるとほかのお友達の頭をひっぱたいて帰っていくような子供について、12月

の後半から入り始めまして、今、週に1回くらいそこに僕が通っていまして、通級の先生と

プログラムについて1週間ごとに、先生こういう課題を追加してみましょうかとか、先生き

ょうの内容はすごく良いので是非継続してくださいみたいな形で、僕の方から提案させて

もらう、そんな形の仕事をしているのが、この保育所等訪問支援という関わりです。 

 この保育所等訪問支援は厚労省の事業ですけれども、学校に行って先生方と一緒に仕事

ができる。これは僕自身が子供たちに関わることのできる制度になっています。ただ、授

業中なので授業時間を奪うことがないように気を付けてはいますけれども、実際にこの間

は子供に誘われましたので通級の先生と一緒に風船バレーのメンバーとして参加をさせて

いただきました。そんな形で行っているのが一つ。 

 それから、地域の先生方から、幸いなことに講演に呼んでいただける機会が非常に多く

ありますので、先生方の研修会、これは教育委員会主催の研修会ですとか通級指導教室の

先生が集まったりとか、通級指導教室主催で通常学級、在籍校の先生方向けの研修会、そ

れから通級を利用している保護者向けの研修会という形で呼んでいただいたりしていると

ころです。 

 それから通級の中で、専門家診断というのは東京都だけですかね。僕は制度的には分か
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らないんですが、通級の中で子供のことをアセスメントしてほしいという御依頼をいただ

きまして、実際に通級に行き、お子さんに会わせていただいて、先生方は結構ハードに使

ってくださるので、15分アセスメントし、15分保護者と話をして、15分先生と話をしてと

いうのを4ケースやって帰ってくるみたいなことをやって、幸いなことに使っていただける

のは非常にありがたいので、そういった形で関わりを持っているのが私の今の立場です。

なので、就学前の児童発達支援センターという立場ではありますが、日常的に学校には出

入りさせていただいている形をとっているかなと思っています。 

 その中で私が非常に感じていることをまとめさせていただきました。資料の冒頭の方に

戻ってください。今、通級指導教室の現状に対して私が感じている問題意識ということで、

四つに分けて整理させていただきました。 

 一つ目、プログラムのところです。見ていて非常に感じるのが、発達特性に沿ったプロ

グラムになっているかなというところですね。一般的に正しいと思われる社会的に期待さ

れる行動を繰り返しやりなさいという形の復習型の指導になっていることが残念ながら多

いように思います。お友達に貸してと言いましょう、借りたらありがとうと言おう、お友

達をたたいてしまったらごめんなさいと言いましょう、こういった形の指導が非常に多い

なと思っています。 

 それから、単にできないことを簡単なレベルにしたりとか繰り返したりする量的補償の

みが行われている印象があります。算数ができないお子さんについて、2年生の子に対して

1年生のプリントを出す。確かに良いこともありますけれども、それによってこの子の発達

特性からして本当に学んでいけるかという吟味
ぎ ん み

がされているかということですね。 

 それから、重複しますが、発達特性に起因する学びにくさを支援するプログラムが用意

されているか。非常に多様なお子さんたちが通っていると認識しています。その子たちに

対して、今ありました弱視だったりとか、難聴ということもあったり、それから肢体不自

由を抱えているお子さんたちもいる、発達性協調運動障害という子供もいる、学習障害の

子供もいる、多動性があり自閉性がある、そういった一人一人の学びにくさということを

どれくらいアセスメントして対応しているんだろうかということ。 

 それから、普段すごく思っているのは、特別支援教育で行うことと道徳は違うというこ

とを持論としては思っています。社会性の学習は道徳を教えることじゃないというのが僕

の持論です。道徳を教えてもらっても身に付かない、若しくはそれを行動として表せない

子供に対してどう指導していくかということが特別支援教育だと考えているので、そこに
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対して残念ながら明確なプログラムというのはあまり目にしていません。 

 二つ目は、通常学級において実践できるためのプログラムになっているのだろうか。こ

れは先ほどもありました通常学級との連携ということを考えたときに、どうやって通常学

級でできるようにしていくのかという、そこの段階的な指導方法が残念ながら見えないこ

とが多いです。スモールステップという原則はありますけれども、スモールステップが向

かっていく先が通常学級になっているかどうかということです。 

 次のページに移っていただきます。利用イメージに対してと書きましたが、お子さんが

利用するときにどういうふうに子供に紹介がされているかということです。結構ありがち

で、子供たちが傷付いているのは、君はこれができないから利用しておいで、という形で

紹介をされていて、当然子供は行きたくない、親もあそこには行きたくないという形にな

ってしまう。それが重なっていけば当然周りの子が、あそこはそういうことができない子

が行くところという形で紹介されてしまうことで、子供が、自分があそこに行ってプラス

になるんだ、自分の育ちにとってプラスになって、行った方が自分にとって非常に良いこ

となんだというポジティブなイメージを持ち切れてないんじゃないかなというのが非常に

残念なところです。 

 もう一つは、通級指導教室につながってしまうと、通常の先生たちが安心してしまって、

この子の支援についてどうしていますか、通級の先生がやってくれています、で終わって

しまう。ここの問題も非常にあるかなと思っています。 

 二つ目に挙げたのは、目の前の行動が落ち着いていくと、それだけで利用の必要性がな

くなったと判断されてしまうこと、その裏にある彼らの学びにくさだったりとか通常学級

に戻ったときの孤独感、それから学習の難しさ。学習をサポートするところじゃないとい

う前提ではありますけれども、彼らの学習のしにくさというということのフォローがされ

ているかどうか。この辺がされないと、通常学級に戻ったとしてもまた孤立感を深めてい

くことになりはしないかということを感じています。 

 次、5ページ目、アセスメントに対してです。我々、作業療法士はアセスメントという表

現を使いますのでアセスメントにしていますが、通級指導教室の先生方はWISCなどの知能

検査は非常によく勉強されていて実施されることが多いんですけれども、これは非常に大

事なことだと思いますが、それ以外のアセスメントがどの程度用意されているか。特にイ

ンフォーマルアセスメントってどうされているか。最近、学校でも個人情報保護という観

点から、その子の詳しい情報を聞き取ってないことがあるんですね。就学前の情報であっ
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たりとか、医療機関との連携のこと、もちろん情報として持っていらっしゃる先生もいま

すけれども、就学前にどういった観点でどんなことが行われていて、それの成果があった

のかなかったのか、これは通級だけではなく福祉と教育との連携の引き継ぎという点での

課題でもあるんですけれども、そういったこと。それから現状で並行通園している放課後

等デイサービスの情報交換、これも私は福祉側の人間でもあるので福祉側の課題でもあり

ます。放課後等デイサービスのスタッフに話をすると、学校と連携して良いんですか、と

いう質問が来る。そういった意味では通級だけの問題ではありません。これは福祉側の問

題でもありますが、そこのところで連携をとるという意識そのものが残念ながら両方に希

薄かなということを感じています。 

 最後、6ページ目には、専門性に対してということを掲げました。アセスメントだったり

それまでのところとも重複する部分ですが、多様な子供たちが来ていますけので、学校教

育、教師という専門性で対応するだけで十分だろうか。行動面における課題だけではなく、

学習しにくさ、人間関係の取り方、コミュニケーション、自己認識のありようなど、多様

なことが入ってきます。特に思春期に入ってくると、精神疾患との関連も含めたアセスメ

ントは非常に重要になってくると思ったときに、学校教育という専門性だけで十分だろう

か。それから、学校の中には、最近注目をされてきていますけれども、高次脳機能障害、

交通事故であったりとか中途で疾患を持ったり何か持ったときの中途障害から来る高次脳

機能障害に対して、なかなかまだ認識が薄い。これは医療側からもきちんとした説明がさ

れないまま地域に帰っていったりとか、医療側としても見通しが持ちにくい部分でもある

んですね。ただ、ここのところに対して非常に隠れているケースが多いんじゃないかなと

いうのは、現場の先生方と話していても非常に感じるところです。こういったことを考え

ると、多職種によるアセスメントは必須になってくるのではないか。私は作業療法士なの

で作業療法士という立場で入って行っていることが非常に多いですけれども、それだけで

はなく言語聴覚士、心理のスタッフ、いろんな専門性を持ったスタッフと連携することに

よってアセスメントできる部分が非常に多いなと思っています。 

 先ほどお話ししたように私は実際に現場に入っていって作業療法士という専門性を持ち

込みますけれども、それだけでは、自分自身で足りないと感じることが多いです。幸い保

育所等訪問支援だとほかのスタッフを連れて行くことができますし、あと僕が帰ったとき

に自分の施設でスタッフに相談することができるので補うことができていますけれども、

そういった連携がいろいろなところでできると良いなということは感じています。 
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 以降のページに大量に付けたのは参考資料です。これは何かというと、先生方からいた

だく質問に対して私が答えているものです。実際に通級指導教室へこういった指導をして

みてはどうですか、作業療法士の観点で考えるとこんなふうに分析ができますよ、例えば

通常学級に戻っていくためにはどういったスモールステップが踏めるのか、資料としては

29ページのあたりです。支援教室から通常学級に戻っていくときにはこのような分析をか

けていき、課題を検討していかないと、戻っていくためのプログラムというのは難しいん

じゃないかといった提案の部分です。それから、社会性だったりとかコミュニケーション

の問題、それからパニックに対してどう考えていくのか。そういったことについて、実際

に自分が担当している子供について考えてきたことだったりとか、先生方からいただいた

質問に対して答えてきたものを資料として示させていただいています。 

 一番後ろには作業療法士協会でやっている、こういった分析の基になっている作業療法

士の専門性とは何かということを少し紹介させていただいています。これもあくまで資料

としてですけれども、見ていただければと思います。 

 長くなってしまいましたが、私の方で感じていることを話させていただきました。具体

的な、ガイドとしてこういうものとしてはまだお話しできていませんけれども、説明させ

ていただきました。 

【宍戸座長】  資料に基づいて細かな説明をいただきました。実際に保育所等へのデリ

バリーの支援という、出掛けての支援を行っていらっしゃると。小学校にも行っていらっ

しゃるということですね。そういう意味で通級担当の先生をどんな形でサポートしておら

れるかという具体的な例をお示しいただけたかと思います。また、多職種の方々の連携が

一つ大きな課題ではないかという意見もあったかと思います。資料について御質問があろ

うかと思いますけれども、それはまた後の時間で相互に御意見を賜れればと思いますので、

まずは委員の方々のそれぞれのお立場での話をお聞きしたいと思っております。 

 それでは、長瀬委員お願いします。 

【長瀬委員】  練馬区立旭丘小学校きこえの教室、難聴通級指導学級の長瀬と申します。

よろしくお願いいたします。 

 まず、難聴学級の御紹介をと思います。軽度の難聴から重度の難聴まで、補聴器を装用

しているお子さんから人工内耳という埋め込み式のものを装用しているお子さんまで、か

なり聴力的には幅広く通級をしております。 

 指導内容は、聴覚管理、補聴器・人工内耳を活用した聴覚学習、それから一番大きな指
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導のポイントは言語発達の促進指導になると思います。そのほかコミュニケーションの指

導、社会性を高める指導等々を行っております。個別指導が中心ですけれども、同じ障害

を持つお子さん同士の関わりも含め、グループ学習もかなりの頻度で行っています。 

 難聴の子供たちを見ていて最近の課題として感じるのは、人工内耳ですとか遠隔のロジ

ャー等のマイクなどの機器の発達で非常に聞き取りがよくなってきているんですけれども、

その結果、本人も周りの者たちも聞こえるじゃないかということで、子供たちの困り感で

あるとか、あるいは言語力面の不十分な部分であるとか、そういったところが気付かれに

くいまま過ぎていってしまうところがあります。そのあたり少し気を付けていかないとい

けないかなと感じています。 

 また、難聴言語学級の担任も、ベテランの先生方が多く退職されていくということで、

かなり若い先生方が増えてきております。専門性の向上ということが、難聴言語の担任の

研究会でも話題になることが多いです。 

 こういった難聴言語学級の全国的な研究会、全難言というのがありますが、そちらでは

研修の一環として平成5年から、経験年数3年未満の先生方向けに基礎的な指導について勉

強する研修会を、夏期全国研修会「はじめのいっぽ」という名前で実施しております。特

総研の先生方にも発足当初、非常に御協力をいただきました。当初は、10年くらいやれば

大体いろいろな地域にそういった指導、研修を受けた方が広がるであろうということで、

10年くらいで目途がつくかなと考えていたんですが、実際は担当者の交代が非常に激しく

て、何年続けても3年未満の方の申し込みが非常にたくさんあるという現状があります。全

国的に専門性の向上が課題になるんだなと感じています。 

 それから東京都では都難言協という教員が主体となった研究会を組織しております。こ

こでは、3年未満の新人の先生方向けの基礎研究会、全ての先生方対象の専門研究会、事例

研究会等を企画しています。その他、月1回の地域別のブロック研究会などを実施し、先生

方同士で事例を出し合いながら進めているところです。 

 ガイドについては本当にまだまとまっていないんですけれども、平成5年、通級制が法制

化されたときに出版され、去年、改訂3版が出ました、通級による指導の手引Q＆Aが非常に

役に立ちました。どの学級もこのQ＆Aを各教室に備え、それを見ながら疑問点、運営面に

ついての迷う部分を確認しながら進めていったという記憶があります。こういったQ＆A的

なものは非常に分かりやすいし、現場の者にとってはとても見やすい、活用しやすい内容

だと思います。ただ、Q＆Aは、どちらかというと運営とか学級経営のことが中心になって



 -17-

いるかと思いますので、指導面を扱うためにはいろいろ事例等も必要になってくるのでは

と思います。事例も交えたものができればなお参考になるだろうと思います。 

 対象の方ですが、3年未満の方ももちろん非常に多いですので必要だとは思いますが、経

験4、5年目で実際に通級指導教室の学級を運営していく、経営していく先生方は、困った

り迷ったりする部分もかなりあると思います。4年、5年ぐらいの教室を運営していくよう

な年代の方たちにとって参考になるような内容が取り入れられるとありがたいと感じます。 

 それから、これは東京都独自の特徴なのかもしれませんが、東京都は難聴、言語、視覚

などの従来の通級指導学級というシステムと、3年ぐらい前に情緒障害学級から特別支援教

室という巡回制に変わったシステムの、2種類があります。どちらも通級による指導という

くくりですけれども、難聴言語の通級システムや教員の配置と、特別支援教室という情緒

障害あるいは発達障害などのお子さんの教室のシステムというのが少し異なっている部分

があります。そのあたりをどんなふうに考えていったら良いかなというのが今少し自分の

中では疑問に思っている部分です。 

 まとまらないんですが、またいろいろお話を伺えればと思います。ありがとうございま

す。 

【宍戸座長】  ありがとうございます。言葉と聞こえという観点で東京都の例をお示し

いただきました。東京都では3年未満の方の専門性向上もありますけれども、もう少し経験

された方の教室運営とか学校の中での位置付けも含めた事例があるとありがたいという意

見もあったかと思います。情緒、発達障害等のシステムと難言視覚とのシステムの違いに

ついてはまた機会があればみんなで考えられればと思います。 

 続きまして、野口委員お願いします。 

【野口委員】  LITALICOの野口です。よろしくお願いします。 

 私も資料を用意させていただいています。資料3－3と書いてある1枚ものに簡単な論点だ

けまとめさせていただいています。こちらに添って進めさせてください。 

 こちらに入る前に私自身の自己紹介と今やっていることと、この委員で自分が貢献でき

そうなことを御紹介したいと思います。今は、株式会社LITALICOというところは、障害者

総合支援法に基づく就労移行支援事業として障害のある方の就労支援をしているというと

ころと、あとは障害のある子供向けの放課後等デイサービス、児童発達支援事業、あとは

酒井先生のお話にもありました保育所等訪問支援事業を運営をしています。 

発達支援の教室は関東と関西と名古屋に全部で100拠点くらいございまして、子供は約
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8,000人通所しております。利用者が8,000人に対し、約800人の支援員がいるという状況で

す。私はこの株式会社LITALICOで8年間働いておりまして、一つしか教室がなかったところ

からここまで増えてきたところまでを見てきましたので多様な子供を対象に、質の高い支

援を行うための仕組み作りや人材育成といった点に貢献できるかなと思っています。あと、

今は研究所の所長として、これだけたくさんの子供たちが来ているので、データ収集をし

て、エビデンスに基づいた支援をしていくというところを実施して、そのために現場で運

用可能な仕組み作りというところをしておりますので、そういったところも参考になるか

なと思っております。 

 LITALICOには基本的に通常学級と通級に在籍している子供が非常に多いというところと、

あとは支援学級の子供もいて、支援学校の子供は少し少なめというような利用者の状況で

す。 

 現在、ちょうど、ある自治体さんと共同研究をしておりまして、LITALICOの知見を学校

でも生かせるのではないかというところで、ちょうどその自治体さんの通級の個別の指導

計画を全て収集させていただいて、その内容を分析させていただくといった研究をしてお

ります。あとは、通級の先生方へもヒアリングをしておりますので、そういったところも

お伝えしていければと思います。 

 私自身の、会社と関係ないところで言うと、小学校の先生をしていました。あとは、博

士課程でアメリカのインクルーシブ教育と「多様な学びの場」とカリキュラムへのアクセ

スの研究をしておりましたので、そういった点でも何か貢献できると良いなと思っており

ます。 

 ということで、実際のガイド作成に向けたところの御提案を差し上げたいと思います。

お手元の資料に沿って進めていきます。二つ大きくお伝えしたくて、一つは、ガイドライ

ンの作成イメージです。二つ目が、私が今課題と感じていることと、ガイドにこういった

ことを盛り込むと良いのではないかという提案をさせていただければと思います。 

 ガイドラインの作成イメージなのですけれども、今回私が是非大切にしたいなと思って

いることは、先生方のお話にもありましたけれども、これから通級の先生がまたどんどん

増えていくといったところで、初めて担当する先生がほとんどになってくる、既にそうい

う状況にあるのかなと思っています。なので、通級を初めて担当する先生であっても、そ

の先生でも「わかる！できる」と思えるようなガイドにしていきたいなと思っています。

なので、私は、ターゲットは、初めて通級を担当する先生、3年未満ぐらいの先生が良いの
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ではないかと思っています。 

 私は、この特別支援教育という分野は、できない人をできるようにサポートしていくこ

とがその専門性だと思っておりますので、このメンバーであれば、本当にその通級におけ

る先生方の良い支援行動を起こさせるような、そういうガイドを作れるのではないのかな

と思っています。 

 具体的には、分量が多過ぎると先生方は読む時間もないと思いますし、なかなか難しい

かと思うので、分量を最低限にしたりですとか、あとは、どうしても専門用語ばかりにな

ってしまうと読む気がなくなってしまったりするんで、専門用語をあまり使い過ぎず、イ

ラストや写真、視覚支援を多めにしていくといった部分をすることによって、初めて先生

が読んだときに、字が多過ぎて分からないとかではなくて、もっと読みたいとか、これを

読んだらできるというふうに思っていただけるようにしたいなと思います。 

 例えば、特別支援教育の指導主事の先生などがこのガイドを使いながら新任の先生のス

ーパーバイズができるような、そういうものが良いのではないかと思っていて、このガイ

ドラインを通級全体の共通言語にしていくことができると非常にうれしいなと思っていま

す。 

 参考までに、LITALICOで使っているテキストブックを今お配りさせていただきました。

こちらは、すみません、お渡しできないのですけれども、閲覧用にお回ししています。弊

社は、全ての社員の平均年齢が20代後半です。中途もいれば新卒の採用をしている人もい

るのですけれども、全員が指導員として頑張っていくといったところで、絵をたくさん入

れて、そういった先生でも理解できて、良い支援ができるような、そういうものを意識し

て、何回も改訂して、結構時間をかけて作ったようなものになります。イメージとしては、

こういう感じで、専門用語をあまり入れ過ぎず、でもきちんと良い支援ができる、その先

生が自信を持って、私、これだったらできるかもしれないと思ったりとか、あれを見たら

分かるわというふうに思ってもらえるようなものにしていけるとすごく良いのではないの

かなと思っています。 

 内容について入っていきたいと思うのですけれども、私が今指導の課題と感じているこ

とと、ガイドにこういう内容を盛り込んだ方が良いのではないかというところについてお

伝えできればと思います。 

 一つ目は、特別支援教育の考え方だったり、障害というものの捉え方という根本的なと

ころは入れると良いのではないかと思っています。通常学級を担任されてから通級に来ら
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れたりする先生も多かったり、障害のある子供と接するのが初めての先生も多かったりす

ると思いますので、障害というものをその子だけで見るのではなくて、環境との相互作用

で見るようなICFの考え方。どうしてもスキルを修得させるということに偏りがちなのです

けれども、通常学級における環境調整の必要性も分かるような、そういった考え方、概念

というものが説明できると良いなと思っています。 

 あとは、ポジティブな関わり。先生方のお話にもあったのですけれども、どうしてもで

きないところの方に目が行きがちになってしまって、せっかく通級にできるようになるた

めに来ているのに、できないところばっかり指摘されてしまって、通級にも来られなくな

ってしまうというケースは、うちの子供たちでもたくさんあります。すごくもったいない

なというふうに思っているので、否定的な関わりよりも、ポジティブな関わり、できたこ

とに着目したりとか、できるようになるための工夫の方が、関係構築や意欲向上につなが

るということも併せて書けると良いかなと思っています。 

 三つ目が、多様な学び方の選択肢というところを考え方としてお伝えしたいなと思って

いて、通級に来ているということは、通常学級での学び方がどうしても難しいから通級に

来ているというふうに思うので、そこだからこそ、その子に合った学び方、多様な学び方

というのがあって、きちんとその子が自分に合った学び方で学べるような、そういう考え

方というところを、こちらのやり方に子供を合わせるのではなくて、子供に合わせて学び

方、教え方を工夫していくというところがお伝えできるような、そういった考え方を一番

初めに示せると良いのかなと思っています。 

 二つ目が、個別の指導計画の作成と運用についてなのですけれども、それぞれ今いろい

ろな課題があるかなと思っていて、特に、まずは実態把握の部分で、通級だからこそ難し

いと思っているところは、通常学級での様子と家庭での様子というところを総合的に把握

していくということが非常に難しい、情報収集をしていくのが難しいのかなと思っていま

す。通級に来たときのその子は、そこの場でのその子でしかない。これもLITALICOでも全

く同じなのですけれども、切り取ったその子でしかないので、その子の全体像が見えづら

くなってしまうというのは、通級だからこその難しさなのかなと思っています。だからこ

そ在籍学級とのやり取りが必要になってくると思うのですけれども、なかなかどの部分を

見たら良いのかが分からないというところがあると思うので、本人とか、保護者とか、在

籍学級のヒアリングとか、アンケートの項目とか、在籍学級での行動観察のポイントを掲

載したりですとか、そういったところを、実態把握のポイントというところをお伝えでき
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ると良いかなと思っています。 

 あとは、通級のベテランの先生に聞いていくと、4月、5月の時点でその子のアセスメン

トを全て取るのは無理であるというふうにおっしゃっていて、どうしても学級が変わった

りすると、そもそも4月はあまりその子っぽくないというのもあったり、その段階で個別の

指導計画を作るのは結構難しいというので、ベテランの先生は、その前年度の担任の先生

に2月、3月の時点で、ちょうど今くらいの時点で情報収集を結構しているのです。それを

もって次の年に、それも含めたアセスメント結果として指導計画を立てていらっしゃるそ

うです。それは、ベテランの先生でないとなかなか気付かなかったりするので、そういう

何か小わざというか、そういったベテランの先生だったら自然にやっているようなことと

かも実態把握のポイントとして入れられると良いのかなと思っています。 

 次は、目標・指導内容・手だての計画なのですけれども、この間ある自治体の通級の先

生で、20年間通常学級をやっていて、初めて通級ですという先生がおっしゃっていたので

すけれども、実態把握はできたと、でも結局その結果に基づいて何を通級でやったら良い

のかが分からないというところをおっしゃっていました。そういった点に関しては、実態

把握、アセスメントの結果から、どういうニーズのある子供にどういう指導内容、手だて

があるのかという事例は、たくさん掲載できると良いのかなと思っています。あとは、学

習指導要領の自立活動の項目とのつながりという部分においても分かりやすく示せると良

いのかなと思っています。あとは、目標が、そもそも個別の指導計画を作るときに目標が

具体的ではなくて、楽しむみたいな感じの目標になっていたりもするので、そういったと

ころの目標設定の仕方や、具体的な設定の仕方というところ。 

 あともう一つは、先ほどもあったのですけれども、通級ではできるけれども、通常学級

ではできない問題というのは常にあると思いますので、通常学級への参加を見据えた計画

の作成の仕方とか、あとは、目標に基づいて通常学級でできる手だての掲載というのをで

きると良いのかなと思っています。通級の中ではソーシャルスキルトレーニングをやりま

すみたいなのはよくあって、ではそれをどういうふうに通常学級でその子ができるように

していくのかというところでいつも皆さんはつまずいていらっしゃるので、そこの接続の

部分は掲載できると良いかと思っています。 

 あとは合意形成です。計画について在籍学級、保護者、できれば本人も一緒に合意形成

ができる合意形成の仕方、面談の仕方なども掲載できると良いかなと思います。 

 それから、日々の指導案。計画作成後に、個別の指導計画を作成しても、結局それが日々
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の指導に反映されておらず、作りっぱなしになってしまうのをよく見ているので、そこの

連動の仕方。 

 あとは、評価というところも伝えられると良いのかなというふうに、通級だからこその

難しさというところに焦点を合わせて、個別の指導計画の作成、運用というところができ

るが良いのかなと思っています。 

 三つ目が、今の話にもつながるのですけれども、先生方からもお話があったのですけれ

ども、通常学級、在籍学級と通級との連動ですとか、通常学級でその子が過ごしやすくす

るためのノウハウというものも載せられると良いと思っています。 

 通常学級の担任の先生とどういうふうにコミュニケーションをとるかとか、結構コミュ

ニケーションがとりづらいという先生が、特に新任の先生だと、何か聞きづらいなみたい

なところもあったりすると思うので、そのタイミングとか、コツとか、ケース会議の開き

方とか、そういうところもお伝えできると良いかなと思っています。 

 四つ目が、指導内容・方法やノウハウの共有。これは先ほどお伝えしたところとつなが

ってくるのですけれども、引き出しが少なくて、ビジョントレーニングとソーシャルスキ

ルトレーニングしか書いてない個別の指導計画をよく見るのですけれども、多分どうした

ら良いか分からないのだろなというものが多いので、どういう子にどういう指導内容、ど

ういう指導方法が良いのかというところは、たくさん事例があると良いなと思っています。 

 最後、通級担当の先生の養成というところで、新任の先生が1人で孤軍奮闘しているなと

いうことを見ていてすごく思います。先生は子供のためになることをしていきたいと強く

思っているけれども、誰に聞いたら良いか分からないし、どこを見たら良いか分からない

し、何が分からないかも分からないという状況になっているので、そういう先生が頼れる、

それこそ特総研さんのサイトを御紹介したりですとか、こういうところに相談先があるよ

といったような形で、例えば、通級の先生同士のつながり作りを教育委員会主導でされて

いるところもあると思うのですけれども、そういう方法もあるよというような形で掲載で

きると良いかなと思っています。 

 すみません、だらだら長くなってしまいましたが、私からお伝えしたいことは以上です。 

【宍戸座長】  資料に基づきまして、具体的な、こういうガイドができると良いなとい

うことから、こういう内容を盛り込むと良いのではないかという提案があったかと思いま

す。御質問については、また後でお聞かせいただいて、お答えいただけるようにしたいな

と思います。 
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 続きまして、堀子委員からお願いします。 

【堀子委員】  それでは、よろしくお願いします。 

 自己紹介ということで、簡単に自己紹介をさせていただきたいと思います。私は、もと

もと特別支援学校の教員で、知的障害の特別支援学校で20年教員をやった後に県の行政に

入りまして、人事管理を主に担当しておりました。延べ9年ほど特別支援学校の教職員の人

事関係を担当しました。定数等について担当したこともあり、特別支援学校の定数は、小・

中は義務標準法、高等部は高等学校標準法、それぞれをベースにしながら標準法で対応す

ることになっておりますので、少しずつそれぞれの学校種の小・中学校、あるいは高等学

校の業務についても関わらせていただいたところです。 

 行政を離れ、校長のときに、就学に関わるある市の教育支援委員会に出させていただき

ました時の話です。結構その市も小学校段階での通級が充実していて、特に情緒障害の通

級をきちっとやっているのですが、中学校に行きますと通級がなかったのですね。そうす

ると、その委員会で、中学校に行ったらどうしたら良いだろうかという話になりまして、

特別支援学級か、あるいは普通学級か、と意見が出された後、通常の学級に戻す方が良い

でしょう、というような判断をするのですね。保護者の方は、引き続きこういう教育を受

けさせたいという要望を出しているにもかかわらず、やむなく通常の学級に戻すという判

断がなされる訳です。それは違うだろうということで、だったら中学校の通級を作りまし

ょうということで、委員会で話をさせていただき、県教委の方にもその頃働き掛けをし、

その市で中学校の通級スタートの準備に関わらせていただきました。今回、通級が加配定

数から基礎定数になったということは、これまで以上に通級による指導をスタートしやす

い環境が整ったというように思っておりますので、本当にありがたいなと思っているとこ

ろです。 

 その後、千葉県は5つの教育事務所がありますが、教育事務所の所長として、小・中学校

の関係の学校の業務の方に携わらせていただきました。2年間で約250校の小・中学校の授

業を見させていただきました。そのときに、ある小学校の校長先生が、知的の特別支援学

級と情緒の特別支援学級、そして情緒の通級、これが学校経営の3点セットですとおっしゃ

っていました。これがそろっていると不登校を減らせるということを自信を持ってお話を

していただきました。その時、一緒に案内してくださっていた教育長さんから、この校長

先生は前任校でそれの結果を出しているのですという説明をいただきましたが、校長先生

は、現在の学校でもその3点セットを学校経営の要にしたいということでした。話をする機
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会があるとき、いろいろなところで紹介させていただいている話です。 

 千葉県の現状について話をさせていただきますと、千葉県では、29年10月に第2次千葉県

特別支援教育推進基本計画を作成させていただきました。先ほども通級のお子さんが増え

ているという話がありましたけれども、千葉県におきましても通級による指導の対象のお

子さんが10年間で3倍になっております。特別支援学級が2倍、特別支援学校は1.4倍、この

通級による指導の増え方というのは、とても目まぐるしい状況にあるかと思います。しか

しながら、本日配付していただきました資料の千葉県のところを見ていきますと、まだま

だ中学校段階の通級というのは、数が少ない状況にあるなということを感じているところ

です。 

 また、一昨年度、小・中学校の合理的配慮事例集というものも作成しているところです。

今、高等学校における合理的配慮事例集も準備をしているところです。そういう中で、発

達障害のお子さん方に対しての合理的配慮などもだいぶ紹介させていただいているところ

であり、各学校におきまして、合理的配慮等についてもかなり関心を持つようになってき

ているという状況があります。 

 千葉県におきまして、人材育成というところが大きい課題であると思っておりまして、

小・中・高等学校と特別支援学校との人事交流、これを計画的にやっております。小・中

学校、高等学校等から特別支援、特別支援から小・中学校へということを、短期人事交流

という形で3年間異動して、双方のメリット・デメリット等も含めて持ち帰って原籍校種の

方に反映していくというようなことを行っております。併せて管理職の方の人事交流も積

極的に行っております。高校と特別支援、特別支援と小・中学校というような形での交流

等も行っております。今年度、130校ある高等学校のうち12校の校長先生は、特別支援学校

で管理職を経験している方が高校の校長先生をやっておりますので、今回、高校の通級、

来年度に向けて研究指定をかけるに当たって、その校長先生方がリーダーシップをとって、

再来年度から進めるというようなところでの返事をいただいているような状況があります。

千葉市の高校の通級を見に行きましたら、千葉市におきましては、高校通級を担当してい

る先生が中学校の通級も兼務で担当をします。市立の良さだなということを感じたところ

です。 

 以上が千葉県の現状ですが、課題としては、中学校の通級が少ない状況があるので、そ

こを増やして切れ目ない支援ができるような体制を作っていきたいです。千葉県は都市部

と郡部の格差がありまして、中学校の通級が0.19と書いているのですけれども、1校もない、
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やっていないという地域もあります。そういう地域もあるので、都市部と郡部の格差を縮

めたいというようなところが二つ目としてあります。そして、三つ目としましては、人材

の育成ということになると思います。ある市では、通級を増やしたけれども、担当してい

る先生が再任用と講師だけだというところがありまして、それで保護者対応でトラブルを

起こして校長先生が大変だったというような話も聞いたこともあります。やはり、人材の

育成というのは大きな課題であると思っております。 

 以上のことを踏まえて、こちらのガイドを作るに当たり、4点ほど私の方から話をさせて

いただければと思っております。 

 一つ目は、その通級の対象になる、特に情緒的なお子さんの、なぜその子が通級を受け

る子なのかということを周囲の子供たちにどうやって理解してもらうかというところがま

ず大事であるということを感じております。 

 二つ目としましては、通級を受けた成果がきちっと通常の学級でも反映されて、その子

が生き生きと生活をしている、学校生活を営んでいる様子などを紹介できると良いと思っ

ております。 

 三つ目としまして、小学校から中学校へ、あるいは中学校から高等学校へという学校間

の切れ目のない支援が行われている状況が紹介できると良いと思っております。 

 四つ目は、最後に人材育成で、どうしても経験した方々が少ないので、特学の先生以上

に孤立しがちになるのですね。ですので、指導者同士のネットワーク作り、どんなふうに

やれば良いネットワークができるのかなども紹介できると良いということも感じたところ

です。そうするとたくさんの情報があるので、その中から良い事例等を紹介しながら作成

できると良いかと思っている次第です。 

【宍戸座長】  ありがとうございました。行政での御経験を基に、ガイドに盛り込みた

い内容を4つほど出していただきました。ほかの委員と共通する点もありますが、人材育成

の件では、ネットワーク作りも必要だというような御意見もあったかと思います。 

 それでは、続きまして、本田委員からお願いいたします。 

【本田委員】  信州大学の本田でございます。この会の中で、私は唯一の医者というこ

とになりまして、正直、教育ではない立場だということと、私の特性として、忖度
そんたく

が非常

に苦手なものですから、場違いな発言や空気を読まない発言をするのが私の今回の役割だ

ろうなと勝手に理解して参加させていただきました。 

 私は、医者になって31年目なのですけれども、そのうちの28年が発達障害や知的障害の
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臨床で、特に横浜で20年ほど1歳半健診をきっかけにした早期発見、早期療育、それから、

その後をずっとフォローしていまして、今も実はまだ横浜で週1回外来をやっていて、平成

3年頃に2歳から3歳だった人たちをまだ診ていたりします。 

 その中には、当然通級を利用されていた方もおられるわけで、横浜市は、きょうは笹森

先生も見えていますけれども、笹森先生たちがかなり早くから築き上げた通級指導教室の

歴史がございまして、私どもも平成3年頃から横浜市の通級指導教室の先生方と一緒に定期

的に事例検討会などをやっていまして、今も横浜市では、市内の医療機関と全通級指導教

室の先生方の合同の事例検討会というのを年に2回ずつやっているのですけれども、そうい

った中で、通級の先生たちがどんなことを考えているのかということを学んできました。 

 その後、私は山梨県に4年いて、その後長野県に来て、今5年目になるのですけれども、

それぞれの地域で通級の先生方とはある程度の交流はあります。ただ、先ほども少し質問

をさせていただいたのは、なぜか長野県は、通級に行っているお子さんが少ないのですね。

よそだったら通級に行っているだろうなというお子さんが、なぜか長野県の場合は学校へ

行けなくなったりして、適応指導教室に行ったり、若しくは固定の情緒支援級に行ったり

する方が多くて、どういうわけか通級が少ないのです。いずれにしても、これらの自治体、

あと東京にも少し関わることがあって、杉並区の通級の就学指導委員会の委員もやってい

た時期が数年あります。あとは、渋谷区のある通級指導教室の非常勤医療相談みたいなこ

とをやっていた時期がありまして、結構いろいろな地域の通級を見てきています。その中

で、一言で通級といってもいろいろな先生方がいるし、いろいろな考え方があるなという

ことは見てきました。 

 そういったことを踏まえて、きょうはお手元の資料3－4というのが私の持ってきた資料

で、これは精神科医向けの雑誌に発達障害と学校教育について、なぜかお前が書けという

依頼がありまして、精神科医向けの雑誌ですので、私がそういう経験の中で学んだ、学校

の先生という人たちはこういうことを考えていると思われるという話を書いたのですね。

なので、これは先生方に読んでいただくときには、逆に、ああ、医者というのはこういう

ことも分からんのかと思って読んでいただければ良いのでしょうけれども、その中で、私

が思う合理的配慮、この当時はまだ合理的配慮という言葉はあまりなかったみたいですけ

れども、今から10年ほど前ですので、特別支援教育で求められることというのは何だろう

かということを医者なりに考えたものでございます。 

 この中のページ番号が振っている中の3ページ目というところの左下あたりから、「学校
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教育における障害への配慮の分類」ということを書きましたけれども、知的障害のお子さ

んや肢体不自由のお子さんのように、かなり密な特別支援教育が昔から保証されている人

たちの場合には言わずもがなのことだとは思うのですけれども、発達障害の特別支援教育

を考えるときに難しいのが、勉強に関しては一般のクラスでもできることがしばしばある

けれども、一般のクラスの中で一種の文化がなじまないようなところがある人たちなので

すね。そうしたときに、彼らが一般のクラスの中でみんなと一緒に学ぶということだけを

目標にすると、学び損ねるものがあるのではないかと思うわけです。ただ、どうしても一

般クラスの中で学ばせたい親御さんも多いですし、一般クラスの中で学ぶ先生方、学ばせ

たいと思われる先生方も多いのですけれども、そうするとどうしても彼らが、例えば多動

なお子さんがそんなに多動にならずに済む程度の刺激量にして、何とか普通のクラスで一

般の勉強をさせたいとか、そういったある程度負荷を下げるような形で一般のクラスの中

で何とか一緒に勉強をしてもらうような、そういう対応が多くなりがちだと思うのですね。 

 ただ、もう一方で、特別支援教育の中では、例えば、視覚障害のお子さんに点字を教え

るですとか、聴覚障害のお子さんに手話を教えるような、そういう障害の人たちが世の中

で生きていくために必要な力を身に付けるような側面というのがあるはずで、それは当然

発達障害のお子さん方にもあると思うのですね。それは、一般クラスの中では学べないは

ずのことかもしれません。 

 例えば、ADHDの子供さんはどうしても忘れ物をしてしまうわけです。忘れ物をするとい

うことを自分の力だけでゼロにするわけにはいかないのだけれども、何とか周りの人の力

を借りながら、忘れ物をしたときにもカバーをするとか、忘れ物をしないための自分なり

の工夫の仕方を身に付けるだとか、そういった世渡り術のようなものというのは、教育の

中で教えることができるのではないかと思うのですね。だけど、それは一般クラスの中で

は、ほかのお子さんは自然に身に付けてしまうものなので、特別な場が必要なのだと思い

ます。私は、その通級指導教室こそがそういった発達障害のお子さん特有の問題に対して、

個別にオーダーメードな教育をする場として機能すべきなのではないかと思うわけです。 

 実際、横浜で一緒にやっていた先生方は、そういった視点を非常によく持っておられて、

私どもも一緒にやっていたのですけれども、いろいろな地域の通級指導教室を見ています

と、勉強の補習をやりたいと思う先生がどうしても多いのですね。要するに、個別で刺激

の少ない環境で何とか教科学習をさせようという方向にどうしても向いてしまう先生方が

多い現実もあるなということを常日頃感じておりまして、今回、このガイドラインを作る
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に当たって、通級というのは何をするところかというところをもっと明確に打ち出すべき

なのだろうと考えるわけです。 

 先ほど配っていただきました資料の中の通級の指導の手引、この中にもよくよく読んで

みますと、必ずしも教科の補習をするような場ではないですよということは書いてはある

のですけれども、例えば、これを読んだはずの先生方に、では通級とは何をするところで

すかと聞いたときに、明確にそこら辺が区別して述べられる先生もそんなに多くはないよ

なという印象もあるのですね。そういった意味では、通級が何をするところがというコン

セプトをまずきちんと打ち出して、それを明記していただけるような、そういうガイドラ

インになれると良いなということを考えました。 

 あとは、精神科医ですので、メンタルヘルスということも気になるわけです。どうして

も一般の社会の中で生きていくための力を身に付けさせたいということをあせってしまう

あまり、少し過剰な負荷を通級においてさえもかけてしまうような事例もしばしば見受け

るような気がいたします。ですので、学校の時代に無理して頑張ってしまって、後で燃え

尽きてしまった方とか、あとは、一般のクラスの中でいじめられて燃え尽きてしまった方

とか、とにかくまだ義務教育の段階なのに、もう既に様々なメンタルヘルスの問題を抱え

ていらして、そういう方々も通級の中で指導を受けることになるわけですよね。そういっ

た人たちも含めて、学習というのはどうしてもトレーニング的な側面になりますけれども、

もう一方でメンタルヘルス的な側面といいますか、心理的なサポートといいますか、そう

いった側面も合わせて、両輪といいますか、そういった形で打ち出していただけると医者

としてはありがたいかなというふうに考えます。 

 あともう一つ、うまく運営されている通級を見ていますと、通級の方が楽しいというお

子さんはいっぱいいらっしゃるのです。実は、これって僕はとても大事だと思っていて、

普通クラスに戻すための通級という意識で先生が運営しているとそうならないのです。自

分は数少ないけれども仲間がいる、心のよりどころとなれるような、そういう場が通級で

あってほしいなと。そういう心の拠点があるからこそ、あまり自分とはそりが合わないよ

うな人たちがたくさんいる通常のクラスの中でもやっていこうというエネルギーが湧いて

くるのかもしれないなと思うわけです。ですので、そういった彼らにとってメンタルヘル

スを保てて、しっかり自分たち特有の学びができる心の拠点としての通級になれるような、

そういうガイドブックを作っていただけるとうれしいなと。 

 最後に、医療の立場からしますと、医療だけではなくて、先ほど作業療法士の先生のお
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話もありましたけれども、この領域というのは、本当に実に多彩な職種や領域が関わりま

すので、そういった外部の人たちとの連携の進め方のノウハウも是非盛り込んでいただき

たいなと思うのです。私は、医療や福祉の立場で連携のネットワーク作りに関する研究を

やっていまして、いろいろな自治体に行って、いろいろな職種に集まってもらって、連携

についてのマップみたいなものを描いてもらうような研修をやるのですけれども、そうす

ると、福祉の領域の人や医療の領域の人というのは結構描けるのですね。ここには、こう

いう地域にはこんな人がいて、こんな機能があるということを描けるのですけれども、学

校の先生方というのは、どうしてもなかなか自分のごく近くにいる他領域の人たちしか見

えてないところがあるように思います。ところが、通級というのは、本当にいろいろな学

校から集まりますし、いろいろな機関を利用されている人が多いですから、そういった意

味では、そういう自分の地域における関係機関との、どんな関係機関というのが法律上あ

って、そこにはどんな役割があって、自分はそことどうつながると良いのかという、そこ

ら辺をしっかり認識できるようなものを作っていただけるとありがたいかなと思います。 

 以上です。 

【宍戸座長】  ありがとうございました。資料も御用意いただきましたので、また目を

通していただければと思います。お医者さんの立場からのメンタルヘルスの問題とか、あ

とは、通級は何をするところかというコンセプトもきちんと掲げてほしい。それから、通

級は楽しい場である、子供のよりどころになるところだというところも大事ではないか。

更に、外部との連携の在り方についても具体的に示してほしいというような意見がありま

した。 

 先ほど、吉成委員が到着されましたけれども、今、それぞれの委員の方々に自己紹介を

兼ねて、通級に対して、あるいはこのガイドに対してどんなものを盛り込んでほしいかと

いうことを聞いていますので、後ほどまたお聞かせください。 

 では、三嶋委員、お願いします。 

【三嶋委員】  よろしくお願いいたします。千葉県にあります船橋夏見特別支援学校の

主幹教諭をやっております。 

 私は、肢体不自由、もう長いのですけれども、ちょうどこの今の船橋夏見特別支援学校

が開校して4年目になります。私が前にいた前任校の船橋特別支援学校が分かれまして、中

学部、高等部だけの学校になりました。ちょうど私の方も船橋の特別支援学校にいるとき

に、それまで通級による指導がだいぶ増えてはきたのですけれども、肢体不自由の通級と
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いうのは、平成23年ぐらいの前までの段階では、人数的にも10名とか15名とかということ

で、制度はあるのだけれども、なかなか活用というものができていなかったと。当時、コ

ーディネーターもやっておりましたので、市の教育委員会等でも肢体不自由の通級の指導

を市の方で行っていくということがなかなか難しい現状がありました。本県においても、

肢体不自由の特別支援学級はそれまでほとんどないという状況もありましたので、肢体不

自由の子供たちは、特別支援学校で学んでいくという状況があったと思うのですね。 

 ただ、センター的機能という形の特別支援学校に平成19年からなりまして、そういう相

談事業で行くことも多くなって、そういう中で、相談でやっている中での限界というか、

確かに指導・支援授業という、指導・児童生徒に対する指導・支援という形でのものも行

えるのですけれども、なかなか限界等もあって、そういう中で少し指導的なところができ

ると良いなという形のものもあって、県の施策の方とかいろいろなところで研究をする中

で、そういった、これは特別支援学校の方が肢体不自由に対しての通級を行っていくとい

うことが千葉県においては先進的にやられていて、それが船橋特別支援学校で私も立ち上

げの方に関わらせてもらって、それが今は何校も、千葉県においては肢体不自由の特別支

援学校とかできるようになって、増えていくというのが今現状としてあるかなと思います。

全国的に見ても人数的には千葉県の人数というのはだいぶ多いのかなと思います。 

 そういった中で、今、私がこの会議の中で貢献できる部分というふうに考えると、特別

支援学校の教員は私だけですので、特別支援学校でのノウハウというものをいかにこうい

う場で伝えていきながらガイドに盛り込んでいく、そういったところを考えて通級という

ことを考えると、少し考え方が固いかもしれないのですけれども、通級の指導は自立活動

の指導なので、自立活動の指導というものが特別支援学校だけで行われている時代ではも

うないと思うので、それが小学校、中学校、また高等学校へ行くというふうにかじを切っ

ていますので、そこのところは外せないのかなと思います。 

 今、小学生、中学生に巡回の指導といって、肢体不自由の生徒さんがうちの学校に来る

のではなくて、教員の方が学校に巡回をしに行くというシステムもとれますので、そうい

う形で私も中学校なり小学校に行って、1時間とか授業をするのですけれども、いかに学級

担任とか教科の先生とかと連携をしていくかということがとても大事ですし、あと実際の

通級担当者がしっかりと自立活動の指導を行えているということも外せないなと思うので

すね。そこのところの両輪が必要かなと思います。 

 こういうガイドを作って、対象のターゲットを絞った先生というか、人たちに読んでも
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らう中で、いろいろなニーズに対応しなければいけないというものが現実としてあるかな

と思います。確かに自立活動の指導なので、実態把握をしたりとか、目標を設定したりと

か、自立活動の解説書の方にもあるような手続等もあると思うのですよね。そういう外せ

ない部分もあるのですけれども、それだけになってしまうと、新しく担当になった人とか、

または小学校、中学校の肢体不自由の生徒さんを持っている担任の先生とかが、一体何を

して良いのか分からないというものもあると思うのですよね。 

 だんだんそういう自立活動の指導が分かっていく中でも、まず目の前の子供たちに対し

て何をして良いのか、どう捉えていったら良いのかなということが分かるものが、事例で

あったりとか、配慮する点という具体的なものだと思うのですね。例えば、写真があった

りとか、絵があったりとか、ちょっとしたコツがあったり、エピソードがあったりとか、

そういったものも大事だと思うのです。 

 ただ、それだけになってしまうと、肢体不自由で言えば、では、ストレッチをすれば良

いのですねとかというふうに、これをすれば良いのですねというふうに、子供の実態を捉

えないでやってしまうというふうに走ってしまう。それではまずいと思うので、考え方と

事例の両輪というものは、すごく大事かなと思うのですね。そこの両輪ができるような形

が私自身は必要かなと思いますし、特に自立活動の考え方というものは、今回学習指導要

領も改訂になってタイムリーな時期ですので、盛り込んでいければ良いなと思いますし、

事例なり、具体的なところもお伝えしていけるものが良いなと思っております。 

 少しでも貢献できるように、また勉強していきたいと思いますので、よろしくお願いい

たします。 

【宍戸座長】  三嶋先生、ありがとうございます。肢体不自由の特別支援学校において

も通級による指導を実際に行っていらっしゃるということで、自立活動の指導の紹介とか、

知ってもらえるようなガイドがあると良いのではないかというお話かと思います。 

 それでは、吉成委員の方からお願いできますでしょうか。 

【吉成委員】  遅くなりまして申し訳ありません。本日は、豊島区の最後の就学相談会

がありまして、そちらに参加した後に来させていただきました。どうぞよろしくお願いい

たします。 

 現在は、豊島区の池袋本町小学校を拠点とします特別支援教室巡回指導の方を担当して

おります。最初に少し自己紹介をさせていただきます。スタートは通常の学級の担任をし

ておりましたが、途中から、そのときはまだ情緒障害等通級指導学級、これは東京独自の
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名称ですが、お子さんの方から通ってきてもらうタイプの通級の指導をしておりました。

その後、固定の自閉症の学級の方を担当しまして、東京都では、教員の方が各校に巡回す

るという形の特別支援教室という体制になりまして、現在は、そのような巡回型の特別支

援教室の担当をしております。 

 本日は、情緒の通級の中では、少し東京の特別支援教室、巡回型の指導というのは、少

し全国の中では珍しい取組の仕方で、全国のことを考えたときに東京の話だけになってし

まうのはいかがなものかなとは思いますが、本当に喫緊の課題だと思っておりますので、

東京の事例をここではお話をさせていただきたいと思っております。 

 本日は、先頃東京都公立学校情緒障害教育研究会の方で出されました会報に、今年度行

いました都情研の調査報告が載っておりましたので、そちらの方を持参させていただきま

した。資料3－5でございます。 

 こちらを見ていただきますと、一目でお分かりだと思いますが、本当に特別支援教室を

巡回型に変えましてから爆発的に利用する児童の方が増えております。この急激な児童の

増加というところになかなか指導の体制の方が追い付かないところがありまして、教員も

経験のない教員がたくさん担当するようになっております。そういったところから、先ほ

ども人材育成ということが大きな課題だというふうに出ておりましたが、東京都全体の課

題になっていると思います。私の教室も、今、教員が8名おりますが、その中で通級の指導

を経験しているという経験者は少なく、通常から加わった教員、それから、初任者で加わ

った教員です。東京都はそのような指導の体制のところが多うございます。 

 その中で、OJTをどうしていくかということは大きな課題だと思うのですけれども、巡回

型になったことで大変やりにくくなりました。最初の私が始めた通級のときには、先輩の

先生方の指導を見て学ぶ機会が非常に多かったのですけれども、巡回になったことで、私

が初任の方の指導を一緒に見て一緒に指導をするということが非常にしにくくなりました。

私の学校は3校を拠点校以外に担当をしておりまして、その3校にそれぞれチームに分かれ

て指導に行っております。私が初任の方とずっと指導を共にするということができないの

ですね。それですので、非常に、先ほど通級の指導、情緒の通級ではどういったことを指

導する場なのかということが本田先生からお話がありましたけれども、実際に指導の場面

を見せてお話しするということがなかなかしにくいのです。ですので、今回このような形

でガイドを作成するということは、非常に東京の現状にとってもありがたいことだなと思

っております。 
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 では、この資料の2ページ目の方を御覧ください。グラフ5のところに児童主障害割合と

いうところがございます。今、指導が難しく困難になっているというところの一つに、自

閉症など発達障害の児童だけでなく間口が広がったというところがあると思います。間口

が広がる原因としては、校内通級になりますので、集団での指導の場面が難しいお子さん

は、どのお子さんも利用できると良いのではないかという校内の雰囲気ができやすいとこ

ろがあります。それから、またインクルーシブの教育システムになってきたところで、通

常の学級の中に、非常にいろいろなタイプのお子さんが今は学ぶようにもなってきており

ます。そのような中で、集団で学習すること、活動することが難しいお子さんが、様々な

タイプのお子さんが特別支援教室を利用するようになっているというところが一つ難しさ

になっていると思います。 

 それから、次に、一人当たり週指導時数というところを御覧ください。通ってもらって

いるときの通級のときには、1日の取り出しの指導、4時間、5時間という指導が行いやすい

ところがあったのですが、利用者も増えているということ、また、校内の通級であるとい

うところから、今、短い指導時間で行っていくということも多くなってきております。 

 先ほど、心のよりどころの拠点となる通級というお話を伺いました。今、どうにか短い

時間でも心のよりどころになる場になるように指導していきたいと思っているのですけれ

ども、1時間で帰さなければいけない、2時間で帰さなければいけないというところでは、

そういったところが以前に比べると指導しにくくなっているところが一つあるのかなと思

っております。 

 それから、指導形態の割合、グラフ8を最後に御覧ください。ここでも個別のみの指導と

いう割合が多くなっております。ここで、補習的な、補習をするところではないというこ

とは共通理解はしているのですが、1時間の指導の中で何ができるかというときに、補習的

な学習になりがちなところは多くなったのではないかと思います。 

 学校の中の特別支援教室ですので、学習しているという気持ちに子供たちがなれること

も一面では大事だと思うのですね。体を動かす指導などもしておりますが、ゲーム的な指

導をたくさんしていると、遊びに行っているのかなと周りの子供たちに思われたりとか、

それから、通ってくる本人自身もそのことに少し罪悪感を感じたりとか、そういったとこ

ろも校内通級ならではの難しさがあるとは思います。学習の教材を使いながらもその子に

合わせた自立活動、例えば、縄跳びですとかそういったものをやりながらも、実際は跳べ

るようにする指導をしているのではなくて、苦手なことへの向き合い方とか、そういった
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ことを指導するのが特別支援教室だと思うのですけれども、そこがOJTのしにくさなどから、

理解されにくい面があるのかなと思います。 

 そういった面では、先ほど御提案いただきました、特別支援教室がどんなことをする教

室なのか、子供をどう育てていく教室なのかということを明確にガイドの中で示していく

ことが、多くの人たちの役に立つのではないかなと改めて思いました。 

 以上でございます。 

【宍戸座長】  ありがとうございます。東京都の場合は、各学校に場を設けて、そこに

先生が巡回するということを一つの特別支援教室というふうに呼んでいらっしゃるという

ふうに考えて良いですかね。 

【吉成委員】  はい、そうです。 

【宍戸座長】  それでは、最後に、石隈先生が資料を出していただいていますので、そ

ちらの説明を、簡単に企画官の方からお願いいたします。 

【樫原企画官】  説明させていただきます。資料3－6を御覧ください。資料3－6、通級

ガイドブック作成について（案）ということで、石隈先生より御意見をいただいておりま

す。 

 一つ目は、ガイドの対象ということで、担当教員のレベルをレベル分けして、先生の方

から、できるだけインターンレベルとかエントリーレベルの方を対象とする必要があるの

ではないかという御意見をいただいております。 

 続きまして、1枚めくりまして2ページですけれども、ガイドの内容です。ガイドの内容

につきましては、まずはアセスメントの部分、それから、実際の子供に対する指導・支援

の部分、それから、（3）としましては、子供の援助チームへの参加ということで、今まで

も皆様からお話が出ました多職種との連携ですとか、通常級との連携ですとか、そういっ

たところが書かれています。 

 それから、4ページ目の（4）として、教員としての自己理解・自己点検。それから、星

印でございますが、資料として「教材・教具」「ツール」なども紹介するのがよろしいので

はないか、このような御意見をいただいているところです。 

 以上です。 

【宍戸座長】  ありがとうございます。改めてまた目を通していただいて、それぞれの

委員と同じようなところ、共通するところが出ているかなというふうに今拝見したところ

です。 
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 時間がだいぶ過ぎてしまいまして、本当は、ここでそれぞれの委員の方々のお話につい

て質問を受けたり、あるいは、再度詳しく説明していただくような時間を設けたかったの

ですが、なかなかそこまで時間をとれそうにありませんので、もしこの場で一方、二方ぐ

らい何か御意見がありましたらお出しいただけるとありがたいですが、いかがでしょうか。 

 後ほどまた事務局の方から説明がありますが、本日いただいた意見を基に、どのような

ガイドの内容にすれば良いかということについては、また整理していただく予定ですけれ

ども、それに関わっても何か御質問があればお願いしたいと思いますが、いかがですか。 

 それでは、ここで今たくさんの意見をいただきました。資料で出していただいた方もい

らっしゃいますし、それをまた目を通していただいて、お気付きの点があれば事務局の方

へお申し出いただければありがたいと思います。 

 それでは、きょうは先生方、委員の方々から意見をいただいた、それぞれの自己紹介も

していただいたということで時間を使ってしまいましたが、この辺できょうの会を区切り

としたいと思いますが、いかがでしょうか。 

 それでは、事務局の方から御連絡をお願いします。 

【樫原企画官】  皆様、きょうは御意見をいただきましてありがとうございました。 

 次回につきましては、次年度に入ってからの開催を予定しております。近く日程調整を

させていただきますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 それから、今回いただいた御意見を踏まえまして、座長と相談の上、次回、どういった

内容の構成案にするのかというところを、たたき台を作成させていただきます。詳細は改

めて事務局より御連絡いたします。 

 それから、閲覧用の資料につきましては、もし必要でしたらお持ち帰りいただいても構

いませんし、分量が多いので、御希望がありましたら別途郵送も対応させていただきます。

ただし、野口委員から閲覧用にという資料は、これは閲覧用ですよね。 

【野口委員】  はい。 

【樫原企画官】  ですので、こちらの方は机上に残しておいていただければ、事務局の

方で回収をさせていただきます。 

 以上です。 

【宍戸座長】  今、企画官の方から御説明がありましたように、次回は年度を明けまし

て4月以降に開催をするということで日程調整を行いたいと思います。それまで少し時間が

ありますので、きょういろいろいただいた意見を基にガイドの構成案、たたき台を作成し、
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また御議論いただくような形にしたいと思います。資料3－1にスケジュールが書いてあり

ますので、そのスケジュールに従って進めていきたいと思います。 

 今後とも委員の皆様の御協力をお願いしたいと思いますので、よろしくお願いします。

ありがとうございました。 

 

―― 了 ―― 


